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チャートの設定方法



テクニカルチャートとは

チャートの設定

1

テクニカルチャート分析2

テクニカルチャートとは、株価や為替などの価格変動や
取引量などのデータを視覚的に表示したグラフのことを
指します。
縦軸は価格、横軸は期間が表示され、時間軸は分足・日足・
週足・月足などの設定があります。
チャートには主に、ラインチャート、バーチャート、ロー
ソク足チャートの 3 つのタイプがあります。一般的に多
く使われているのがローソク足チャートです。

過去の価格や値動きをグラフ化したチャートを見て、相
場や投資家の心理状態を予測・分析し、売買の判断を行
うことをテクニカルチャート分析と言います。

価格が安い時に買い、高い時に売ることが、投資で成功
するコツですが、価格が高いか安いかを判断する材料の
一つとして、チャートによってトレンドを読む方法があ
ります。チャートに基づき、過去の一定期間における株
価の動きを分析し、将来のトレンドを予測します。



価格の方向性のことを「トレンド」といい、大きく３つ
に分けられます。

●チャートが上がったり下がったりしながらも右肩上が
　りに登っていく上昇トレンド
●逆に右下がりの形になる下降トレンド
●チャートが一定幅の間で上がったり下がったりして進
　む横ばいトレンド

トレンドには上記のように方向性によって分類する以外
にも、期間によって分類する方法もあります。
一般的に、1 年から数年程度を長期トレンド、3 週間から
3ヶ月を中期トレンド、3 週間未満を短期トレンドと分類
します。

チャートを構成する要素3

テクニカルチャートを構成する要素としてローソク足の
ほか、インジケーターがあります。
インジケーターとは、チャート上にラインやグラフを表
示させて相場のトレンドを視覚化してくれる分析のため
のサポートツールです。 
インジケーターにはさまざまな種類があり、組み合わせ
て使うことで多角的に相場の動きを把握できるようにな
り、売買のタイミングを見極める際に役立ちます。



ローソク足

値動きを一目で判別するための記号で、一般的に多く使
われているチャートです。
ローソク足は実体とヒゲで構成されています。
一本の足で任意の時間での始値・終値・高値・安値を表
しています。
このローソク足が並んだものがチャートとなります。

ローソク足の陽線、陰線の色は自分で設定できます。
陽線なら白か赤、陰線なら青か黒にするのが一般的ですが、
日本と海外でも違いがあります。

陽
線ヒゲ 実体

始値

終値

終値

始値

高値

安値

陰
線

陽線…始値より終値が高い

陰線…始値より終値が低い



チャートでは、「分」「日」「週」「月」などが時間軸が選べ
るようになっています。
「5分」を選択すると、5分間の株価の値動きで示されたロー
ソクが表示されます。「日」を選べば「日足（ひあし）」す
なわち 1日分の値動きが、「月」を選べば「月足（つきあし）」
すなわち 1カ月分の値動きが表示されます。

ある一日の中では価格が上昇して日足が「陽線」となった
としても、その月の始値より終値の方が安くなれば、月足
では「陰線」となります。
このように時間軸を変えて見ることにより「短期的には上
昇しているが、中長期的には下落している」といった分析
を立てることもできます。

ローソク足から分かること

時間軸

ヒゲとは、始値と終値を超える値動きを表します。
実体から上に伸びた線を上ヒゲ、実体から下に伸びた線を
下ヒゲと呼ばれます。

ヒゲの長さ



始値
安値

高値

終値

「始値」あるいは「終値」と、「高値」あるいは「安値」の差が
大きかったことを意味します。

「陽線」で上ヒゲが長く伸びて
いる例。一時的に上昇したもの
の、上値は抑えられ、始値と終
値でみれば小幅上昇に終わっ
た、といった動きです。
上昇したが、買う勢いは最後ま
で持続しなかったことが分か
ります。

始値
安値

高値
終値

「始値」あるいは「終値」と、「高値」あるいは「安値」の差が
小さかったことを意味します。

短いヒゲがついた「陰線」の例。
このローソク足は実体も小さ
いため、値動きの少ない相場で
見られます。

始値 安値

高値終値

陽線であれば「始値＝安値、終値＝高値」、
陰線であれば「始値＝高値、終値＝安値」の関係が成り
立っていることを意味します。

このような陽線のローソク足
は、一般的に相場がこの先上
がっていくとの予想になり、見
陰線の場合はその逆で、下落が
強いことを示しています。



ローソク足の酒田五法

三山（さんざん）

三山

三尊
（ヘッド＆ショルダー）

天井

天井

相場が下落に転じるときに見られる形で、上昇
相場で上げ下げを3回繰り返して3つの山を形
成するものです。前の高値を抜けないと相場は
下落に転じると予測されます。

三川（さんせん）

三川

逆三尊

底

底

三山と逆のパターン。
相場が上昇に転じるときに見られる形で、下降
相場で上げ下げを3回繰り返して3つの山を形
成するものです。



三空踏み上げ

三空叩き込み

空（窓）

天井

空（窓）

底

相場の高値圏で、4本の陽線と3つの上方向の空
が連続するパターン。強い買いが続いたので、短
期的に急落する可能性が高いだろうと判断され
やすくなります。

三空踏み上げと逆のパターン。強い売りが続い
たので、短期的に下げ止まる可能性が高いと判
断され、それまでの急落相場から一転して反発
するだろうと予測されます。

2つの陽線や陰線の間が開いた状態を
「窓が開く」「空を切る」といいます。

三空（さんくう）



赤三兵 黒三兵

三兵（さんぺい）

赤三兵は、株価の底値からの上昇トレンド、上昇
に向かう準備が整った事を示します。
黒三兵は、逆で下降パターンです。

上げ三法 下げ三法
三法（さんぽう）

上げ三法は、大陽線をつけたあと、調整（3本の
ローソク足）から再び前回の大陽線を上回る大
陽線になった場合を上昇相場ヘ突入したと予測
されます。下げ三法は逆のパターンです。



出来高

出来高とは売買取引が成立した株数（取引量）のことです。
ローソク足チャートの下部に棒グラフで表示することが
できます。
株価は買いたい人が多ければ上がり、売りたい人が多けれ
ば下がるので、「出来高が高い＝活発に取引が行われている」
状態になったときに、株価が大きく動く可能性があります。
出来高と株価の関係として、主に次の3パターンが挙げら
れます。
①出来高が株価に先行するケース
　（トレンド発生前に出来高が増える）

②出来高と株価が同時進行するケース
　（株価が上がるのと同時に出来高が増える）

③出来高が株価に遅行するケース
　（株価の上昇後に出来高が増える）

株価チャートを見る際は、株価や株価に連動する指標だけ
でなく、出来高にも注目するようにしましょう。

ローソク足チャート

出来高グラフ



インジケーターを設定する

移動平均線
一目均衡表
ボリンジャーバンド
パラボリック
MACD

相場の流れを読むためのインジケーター（トレンドフォロー）

4

インジケータは、多くの種類があり、目的に合わせて組み
合わせて使います。
たくさん種類がありすぎてどれを入れたらいいのか迷う
こともあるかもしれませんが、インジケータには大きく
2種類分けて考えることができます。

トレンド系 （相場の流れを読むためのインジケーター）
オシレーター系 （売買ポイントに用いるインジケーター）

これらのインジケーターは、平均値を出してグラフに表
し、相場の流れを示します。相場の動きに合わせた順張り
での取引で使われやすく、主にトレンド相場（一方向に勢
いがあり、上昇・下降を続けている相場）で効果を発揮します。
平均値なので動きが遅く、売買ポイントの判断に用いるに
は非常に困難になりますが、利益を伸ばす指標にするには
有効です。
相場の大きな流れを確認して、今後のトレンドの方向性を
予想する際に活用されるインジケーターです。



ストキャスティクス
RCI
RSI
ROC
DMI

このオンライン講座では、「単純移動平均線」・「一目均衡表」・
「MACD」・『ストキャスティクス」を表示してチャート分析
をしていきます。

0％から100％のなかで動きます。
相場の過熱感や強弱をパーセントを用いて表し、買われすぎ
や売られすぎを判断し、その反転を予測して逆張りのタイミ
ングを図ることに用いられます。

「単純移動平均線」 ・ 「一目均衡表」 ・ 「MACD」 ・ 『ストキャス
ティクス」の設定の仕方、使い方を学んでいきましょう。

売買に用いるインジケーター（逆張りオシレーター）



単純移動平均線  （Simple Moving Average）

移動平均線（Moving Average Line）とは、一定期間の価格
の平均値を計算し、折れ線グラフで表したものです。平均
値が折れ線で移動するため、移動平均線と呼ばれています。
テクニカル分析の代表的な指標で、株価のトレンドや転換
点などを分析するのに利用されます。

よく使われる移動平均線は単純移動平均線（SMA）と呼ば
れ、他にも単純移動平均線よりも直近の価格に比重を置い
た指数平滑移動平均線（EMA）や加重移動平均線（WMA）
があります。

過去の価格の影響を直接受けるため、実際の価格の動きよ
りも遅くなるため、シグナルの発出にタイムラグが発生す
るので注意が必要で、売買ポイントではなく方向性を知る
指標として用います。
上向きなら「上昇トレンド」、下向きなら「下降レンド」、
横ばいなら方向感のない「もみあい局面」と判断します。

移動平均線の設定期間は、時間足、日足、週足、月足などが
あり、期間の長さによって短期目線や中長期目線の分析に
用いられます。



フィボナッチ数列とは、 イタリアの数学者である
フィボナッチが名付けた数列で、
「0、1、1、2、3、5、8、13、21、34、55、89、144、233…」
のように、前の数字を足した数が続く法則のことで
す。
この数列から導き出される黄金比は、一般的に人間
の目に美しく映るとされており、自然界のあらゆる
ところに取り入れられています。
ほとんどの木はフィボナッチ数列によって「枝分か
れ」し、人体の「気管支の枝分かれ」や「肝臓の血
管の枝分かれ」も同様に分岐しています。
また「花びらの枚数」や「松ぼっくりの鱗模様」、「ひ
まわりの種の配列」なども同様です。
大衆心理が影響する相場においても意味があると考
えられており、フィボナッチ比率を利用したさまざ
まなテクニカルツールがチャート分析に用いられて
います。

単純移動平均線の設定・パラメーター

一定期間の計算根拠となる数値をパラメーターと呼びます。
北川流投資術オンライン講座でおすすめパラメーターは
「フィボナッチ数列」の 8 本、13 本、21 本、この 3 本の
線を使います。
全ての時間足（分足、日足、週足、月足）で同じパラメーター
で表示します。

フィボナッチ数列とは



チャート設定 ＜単純移動平均線＞

1

①画面上で右クリックします。

②テクニカル（トレンド系）の単純移動平均線を左クリックすると表示されます。
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③パラメーターを変更するには、画面上で右クリック→チャート設定から
　単純移動平均線を左クリックします。

④各足のパラメータ、線の種類、線の色、太さを変更できます。
北川流投資術オンライン講座でおすすめパラメータは、8本、13本、21本です。



下記は、①フィボナッチ数列設定を用いた移動平均線と
②証券会社の基本設定で多く使われている移動平均線。
②は株価との乖離が大きく、反応が遅いことが分かります。 

フィボナッチ数列を用いた日経平均月足・単純移動平均線

一般的に多く使われる25本、50本、100本の移動平均線

①

②



単純移動平均線の使い方

移動平均線は、上向きなら上昇トレンド、下向きなら下落
トレンドを表し、またその角度が大きいほどトレンドの勢
いが強いことを示します。
他にも下記の動きに着目することでもさらに活用すること
ができます。

短期移動平均線が長期移動平均線を下から上へ突き
抜けることをゴールデンクロスと呼び、上昇トレン
ドを暗示するとされます。

ゴールデンクロス

デッドクロス
パーフェクトオーダー

ゴールデンクロス
パーフェクトオーダー

デッドクロス

ゴールデンクロス
パーフェクトオーダー

短期移動平均線が長期移動平均線を上から下へ突き
抜けることをデッドクロスと呼び、相場が下落傾向
を暗示するとされます。　

デッドクロス

3 本の線がいずれも上向きになることをパーフェクト
オーダーと呼び、強い上昇トレンドを暗示するとさ
れます。

パーフェクトオーダー

トレンド判断



単純移動平均線の長所は、相場の流れが分かり、MACDと併
用することで利益を伸ばすのに有効に使えることです。

短所は、保合相場（相場が変動せず、ほぼ横ばいで推移して
いる状態）でノイズ（だまし）が入ることがあります。
また、平均値のため、高値を買い、安値を売ることになり、売
買ポイントを判断するには不向きです。

単純移動平均線のみで判断するのではなく、他のインジ
ケーター、テクニカルと併用することで、長所を伸ばし、短
所をカバーすることが出来ます。

単純移動平均線の長所・短所



自分のトレードに適したチャートを選ぶ

移動平均線、チャートは時間軸によって見え方が異なります。
上記のチャートはいずれも同じ時刻のチャートです。
例えば60分足、日足では、下降が続きそろそろ底になるかな
と予想を立てることも出来ますが、週足、月足でみると、下
降が始まったばかりとも考えられます。
ご自分のトレード手法によって見るチャートが変わってき
ます。

ご自身のライフスタイルや知識、運用資金に合ったスタイルを探しましょう。

オンライン講座で勉強する
トレード

デイトレード（時間足で方向を決め、分足で売買する）
1日で終わるトレード。
60分足で上昇トレンド、下降トレンドなど方向を見極め、分足を見て
上昇トレンドなら「買い」のみ、下降トレンドなら「売り」のみを行う。

スイングトレード（日足で方向を決め、時間足で売買する）
1週間以内で終わるトレード。
日足で上昇トレンド、下降トレンドなど方向を見極め、時間足を見て
上昇トレンドなら「買い」のみ、下降トレンドなら「売り」のみを行う。

ポジショントレード（週足で方向を決め、日足で売買する）　
数週間から数ヶ月、中長期の間ポジションを保有するトレード。
週足で上昇トレンド、下降トレンドなど方向を見極め、日足を見て
トレードする。

ロングタームトレード（月足で方向を決め、週足で売買する）　
数ヶ月から数年、長期間保有するトレード。
月足で上昇トレンド、下降トレンドなど方向を見極め、週足を見て
トレードする。



一目均衡表

一目均衡表とは、1936年経済記者の細田悟一氏(一目山人）
が考案したトレンド系インジケーターです。
相場は買方と売方の均衡が崩れたときに動くとの考えから
成り立っています。
一目均衡表を構成する各要素の動きや相場価格との位置関
係を確認することで、トレンドの方向性や市場参加者の心
理状況が「一目」で把握できるのが特徴です。

一目均衡表は、以下の5つの要素を表すラインから構成され
ています。

●転換線

●基準線

●先行スパン1

●先行スパン2

●遅行スパン
（ローソク足）

ワンペアで
見る

ワンペアで
見る

ワンペアで
見る

この２本のラインの差を雲と呼ぶ



一目均衡表の設定・パラメーター

■転換線

過去9日間の最高値と最安値の平均（÷2）を表す

■基準線

過去26日間の最高値と最安値の平均（÷2）を表す

■先行スパン1

（転換線＋基準線）の平均（÷2）を26日将来に表す

■先行スパン2

（過去52日間の最高値+最安値）の平均（÷2）を26日将来に表す

■遅行スパン

当日の終値を26日過去に遅らせて表す

先行スパン1と2の二つの線に囲まれた部分を「雲」と呼び、
下記のような使い方ができます。

雲を上抜くと買いを暗示、下抜くと売りを暗示。

転換線が基準線を上抜くと買いを暗示。（ゴールデンクロス）
転換線が基準線を下抜くと買いを暗示。（デッドクロス）

基準線と転換線のクロスを見る

雲をサポートやレジスタンスとして利用する

遅行スパンがローソク足を上抜くと買いを暗示。
遅行スパンがローソク足を下抜くと売りを暗示。

遅行スパンとローソク足を見る

一目均衡表の使い方

売買サイン



1

チャート設定 ＜一目均衡表＞

①画面上で右クリックします。
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②テクニカル（トレンド系）の一目均衡表を左クリックすると表示されます。



トレンドが発生している場合、調整としてどこで下げ止ま
るか（押し目）、どこまで上がった後止まるか（戻り）の判
断として、転換線、基準線、先行スパン1・2（雲の上限、下
限）が、押し目や戻りとして機能しやすくなります。

調整の押し目・戻りの判断として使う

上記の3つの条件が揃うと強い買い、もしくは売りの売買サ
インが成立します。

三役好転 ・ 三役逆転

三役好転

＊キタサンテクニカルロジックでは、フィボナッチ比率が一致
　するところに着目します。



一目均衡表の長所は、相場の方向性を見極めるのに有効で
す。また、上昇相場の調整の押し目、下落相場の戻り場を探
すのに有効です。

短所は、相場の流れを読むインジケーター（トレンドフォ
ローテクニカル）であるため、転換が遅いことです。単純移
動平均線と同じく売買ポイントの判断として使用するには
不向きです。

一目均衡表のみで判断するのではなく、他のインジケー
ター、テクニカルと併用することで、長所を伸ばし、短所を
カバーすることが出来ます。

一目均衡表の長所・短所

上昇に対して、下降（調整）は何パーセントあたりで止まる
のかをフィボナッチ比率と一致するところの転換線、基準
線、先行スパン1・2（雲の上限、下限）で目処をたてます。　
　　　　　　



MACD

1979年、アメリカのジェラルド・アベル氏によって開発さ
れた指標の一つで、
「Moving Average Convergence Divergence Trading 
Method」の略で、直訳すると「移動平均線・収束拡散・トレー
ド法」です。通称MACD（マックディ）と呼ばれています。

移動平均線を進化させた精度の高い分析方法で、指数平滑
移動平均線 （EMA）を使用します。
トレンドの方向性を確認すると同時に、相場の過熱感（買わ
れすぎ・売られすぎ）を判断することができます。

指数平滑移動平均線（EMA）は単純移動平均線（SMA）より
値動きに素早く反応するため、トレンドの初動を予測する
のに役立ちます。

MACDは、2本のラインを使い値動きの判断をします。
・ MACDライン…短期EMA - 長期EMA
・シグナルライン…MACDの移動平均線

また、ヒストグラムは、MACDラインとシグナルラインの
差を表したバー状のグラフです。
MACDがシグナルより上にある時(ゴールデンクロス）は
プラスの値を、下にある時（デッドクロス）は、マイナスの
値を示します。
どちらもグラフが高くなるほど拡散を意味し、低くなって
いくにつれ収束されていることを意味します。



MACDラインは指数平滑移動平均線（EMA）を用いて計算
されます。指数平滑移動平均線は、直近の株価が翌日の株価
により影響を与えるという考えから、直近の株価に比重を
置いて計算されます。

（チャートツールによっては、ヒストグラムは表示されません）。

MACDの設定・パラメーター

上段：一目均衡表 ・ 下段:MACD

3日間指数平滑移動平均と単純移動平均の計算比較

指数平滑移動平均線　＝
（EMA）

1日目終値+2日目終値+3日目終値+3日目終値

3日間+1

単純移動平均線　＝
（SMA）

1日目終値+2日目終値+3日目終値

3日間

■MACDライン…短期EMA（12日） － 長期EMA（26日）
■シグナルライン…MACDの移動平均線（9日）
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チャート設定 ＜MACD＞

①画面上で右クリックします。
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

②テクニカル（オシレータ系）のMACDを左クリックすると表示されます。

③チャート設定からMACDを左クリックし、
短期12、長期 26、シグナル9に設定します。



ゴールデンクロスで買いを暗示
MACDラインがシグナルラインを下から上へ抜けたポイント

MACDの使い方

売買サイン

デッドクロスで売りを暗示
MACDラインがシグナルラインを上から下へ抜けたポイント

ヒストグラムの拡散と収束で早めのトレンド転換を察知
ヒストグラムがマイナス域で棒グラフの表示が小さくなり
ゼロラインに向かっていればゴールデンクロスが近いこと
が示唆され、プラス域で棒グラフの表示が小さくなりゼロラ
インに向かっていればデッドクロスが近いことが示唆され
ます。
早めにトレンド転換を察知することで、利確ポイントを決め
る判断につかえるため、利益を伸ばすことができます。

トレンド判断・利益を伸ばす

デッド
クロス



MACDの長所は、トレンドフォローテクニカルの中で最も
早く転換のポイントが分かります。
また、トレンドの傾向やトレンドの強弱を、視覚的に判断し
やすいため、ストキャスティクスと併用して、買いポイント
と売りポイントが一目で分かります。

短所は、トレンドが発生しているときに威力を発揮します
が、値動きが少ないレンジ相場（保合相場）では有効なサイ
ンを出しにくい場合があります。
例えば、レンジ相場で、ゴールデンクロスやデッドクロスが
発生しても、トレンドが発生しないという「ダマシ」が発生
することがあります。

MACDのみで判断するのではなく、逆張りオシレーターと
併用することで、「ダマシ」を減らすことができます。

MACDの長所・短所



％K と ％Dの2つの線

ストキャスティクス

ストキャスティクスは、1950年代に米国のチャート分析家
George Lane（ジョージ・レイン）氏が考案しました。

相場の過熱感を判断するオシレーター系のテクニカル指
標で、「買われ過ぎ・売られ過ぎ」を判断するために使用し
ます。
ストキャスティクスは、日本語で「推計統計学」と呼びま
す。
過去一定期間の最高値と最安値の「統計」から、終値の水準
を「推計」するという意味を持ちます。
「0～100％」の数値で表されます。

ストキャスティクスには以下の2種類があり、計算式を
使って3本のラインを描画します。
・ファースト・ストキャスティクス
・スロー・ストキャスティクス

■ファースト・ストキャスティクス

％D と ％SDの2つの線

■スロー・ストキャスティクス



■%Kは、直近の終値がどの位置にあるかを見る線
■%Dは、%Kを移動平均化して滑らかにした線
■%SDは、%Dの移動平均線（スロー%Dのこと）
■A は、当日終値-過去5日間の安値
■B は、過去5日間の高値-過去5日間の安値

ファーストストキャスティクスは、線が見にくく、判断が困難
なため、この講座では使わない。
スローストキャスティクスを使用します。

ストキャスティクスの設定・パラメーター

ファーストストキャスとスローの違い

■%K＝A÷B×100（％）
■%D＝Aの5日間移動平均÷Bの5日間移動平均
■%SD＝%Dの5日間の移動平均

ファースト・ストキャスティクス

スロー・ストキャスティクス
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チャート設定 ＜スローストキャッスティクス＞

①画面上で右クリックします。
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

②テクニカル（オシレータ系）のスローストキャスティクスを左クリックすると
　表示されます。

③チャート設定からスローストキャスティクスを左クリックし、
　どちらの期間も5に設定します。



ストキャスティクスの使い方

売られ過ぎゾーンでゴールデンクロスが発生すれば買いを暗示
一般的に20%以下は売られすぎ

買われ過ぎゾーンでデッドクロスが発生すれば売りを暗示
一般的に80%以下は売られすぎ

売買サイン

ダイバージェンス（逆行現象）を探す
ダイバージェンスとは、価格とインジケーターの動きが逆行
する現象です。
相場が上昇しているのにストキャスティクスは下落してい
る、または相場が下落しているのにストキャスティクスは上
昇しているといった、相場とストキャスティクスの方向性が
逆行する現象をダイバージェンスといいます。

ダイバージェンスは、価格の上昇や下落の勢いが弱くなって
おり、相場の転換が近いことを暗示し、トレンド転換の前兆
となることがあります。

MACDの拡散・収束と合わせて見ることで、早めのトレンド
転換を察知し、ダマシ（ノイズ）を減らすことが出来ます。

トレンド判断



ストキャスティクスの長所は、逆張りオシレーターの中で
最も設定の日にちが短期間なため、早く転換のポイントが
分かります。
また、トレンドの傾向やトレンドの強弱を、視覚的に判断し
やすいため、買いポイントと売りポイントが一目で分かり
初心者でも迷いが少なくなります。

短所は、レンジ相場において有効である一方、強いトレンド
が出ているときは、極端に高いポイント、低いポイントで張
りついてしまい機能しなくなる場合があります。
そのため、利益を伸ばす判断には不向きです。

ストキャスティクスとMACDを組み合わせることでエント
リーの精度が高い取引をしやすくなります。

ストキャスティクスの長所・短所



縦軸（移動平均線・一目均衡表・ストキャスティクス・
MACD）と横軸（時間軸＝日足・週足・月足）を組み合わせて
チャートを見ることで、トレンドを把握し、売買ポイントを
見つけることが大切です。

多角的にチャートを見る

■日足で迷ったら、週足、月足を見て全体を俯瞰する。
■テクニカルは絶対ではない、外部環境や業績等を加味し
　て判断する。
■迷ったら買うな、悩んだら売れ。
■投資行動を反省しても後悔するな。
■トレードは続け得ることが肝心。
　大きく負けないで、市場から退場しないことが大切。

キタサントレードの心得


